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１ 県産広葉樹材 山形銀行米沢支店ロビーで展示会開催!! 

2 月 21 日～3 月 18 日まで、山形銀行米沢支店（米沢市門

東町）ロビーにて、山形県産広葉樹展を開催している。主催

は県広葉樹利用拡大協議会で、米沢市民に広く広葉樹材の肌

触り感や色彩、木目の美しさと香りに加え、広葉樹ＪＡＳ材

の規格等を普及するために例年今の時期に開催している。今

回は広葉樹パネルによる記者会見用背面パネルを初展示し

ている。木産協理事会・総会等でもお披露目する予定だ。 

２ 令和４年度県当初予算内示!! （木材産業関連） 

2 月 17 日（木）山形県議会 2 月定例会に合わせ令和 4 年度当初予算が内示された。議会

日程は 3 月 17 日までで来年度当初予算と 3 年度補正予算を合わせ新年度がスタートする見

込みだ。以下木材産業関連予算の概要を紹介する。新規事業として、「森林ノミクスカーボ

ンニュートラル推進事業費」として 3 億 3 千 3 百万円が計上されている。主な項目として、

①間伐・再造林の促進に向けた高性能林業機械のヘッド更新への支援②生産性の向上と炭素

固定につながる搬出間伐等への支援③再造林の低コスト化に向けた、伐採から植栽までの一

貫作業と低密度植栽への支援④高精度な地況・林況情報取得に向けた広域的な航空レーザ測

量⑤スマート林業技術の実践・普及促進、また「やまがた森林ノミクス木材利用推進事業費」

として 6 千 4 百万円（①県産材認証材を利用した住

宅・民間施設の新築への支援、②公共建築物等の木

造化の推進に向けた「県産構造材バンク」の運営へ

の支援、③広葉樹の利用拡大に向けたストックヤー

ドの整備や県産木製品のＰＲへの支援等）、「林業成

長産業化総合対策事業費」では、木材産業等の競争

力の強化に向けた木材加工流通施設等の整備への支

援、地域の中核を担う林業事業体の育成に向けた高

性能林業機械の試用への支援等が計上された。 
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３ 山形市ブランド化推進協議会意見交換会開催!!  

 2 月 18 日（金）令和 3 年度山形市産材ブランド化検討

委員会意見交換会（座長：山形市農林部次長渡邉俊和）が

県広葉樹利用拡大協議会を交えて森林会館会議室で開催

された。ブランド化協議会の顧問である山形大学東北創生

研究所長村松真准教授も参加している。山形市側から、こ

れまでの市産材協議会の取組みと今後の計画等が説明さ

れた。中でもオリパラビレッジプラザ施設の納材は山形木

材業組合等の協力により市民やマスコミ等からも注目を

された。また、観光地におけるまちなみ景観形成等の連携

や山形駅東西自由通路「アピカ」の壁面木質化など改正木

材利用促進法に基づいた計画となっていた。また、県広葉

樹利用拡大協議会の取組みを紹介し、展示販売会や城南木

材市場の常設展示場の設置、広葉樹用イベントボックスや

パーティーション、木製パネル、看板等を写真や現地倉庫

（アイタ材木店）で紹介し、広葉樹利用拡大をお願いした。 

４ 国交省住宅局令和 3 年度補正・４年度当初予算概要!!   
 国土交通省住宅局の令和 3 年度補正予算の成立と令和４

年度当初予算の概要をお知らせします。「こどもみらい住宅

支援事業」（補正予算）は、子育て支援及び 2050年カーボン

ニュートラルの実現の観点から、子育て世代や若者夫婦世帯

による高い省エネ性能を有する新築住宅の取得や住宅の省

エネ改修等に対して補助することにより、子育て世代等の負

担軽減を図るとともに、省エネ性能を有する住宅のストック

の形成を図ることを目的としている。対象住宅は 50 ㎡以上

の住宅で、ＺＥＨ等は 100万円、高い省エネ性能等を有する

住宅は 80 万円、省エネ基準に適合する住宅は 60 万円の補

助となっている。「住宅・建築物カーボンニュートラル総合

推進事業」（当初予算新規事業）では、ＬＣＣＭ住宅（製造工程や建築も含めＣＯ2排出量を

マイナスにする住宅：脱炭素化住宅）は 140万円／戸。地域型住宅グリーン化事業（継続拡

充）では、省エネ基準等により 125～140万円／戸となり、地域材を使用すると 20万円の加

算や三世代同居等で玄関・キッチン・浴室等複数設置の場合やバリアフリー対策を講じる場

合は 30 万円の加算がある。目玉の新規事業は「優良木造建築物等整備推進事業」で、炭素

貯蔵効果が期待できる木造の中高層住宅・非住宅建築物について、優良なプロジェクトに対

して支援を行う。補助対象は民間事業者で、調査設計計画費のうち木造化に係る費用や建設

工事費のうち木造化による掛かり増し費用相当額が対象となる。 

５  令和４年度県住宅支援制度概要!!   

 県土整備部建築住宅課所管の「やまがたの家需要創出事業」は 4月 4日（月）から受付開

始で募集戸数は 230戸。募集戸数に達した場合はその時点で終了する。今年度の利子補給金

額は、上限 7万円で 10年間。今年度同様「県産木材多用型」タイプが継続している。 

 県農林水産部森林ノミクス推進課所管の「県産認証材やまがたの木普及・利用促進事業費

補助金」は一般住宅低額 30万円、民間施設は認証木材使用量に応じて最大 60万円を補助す

る。募集は 4月上旬で、詳細は未定。先着順で一般住宅 150棟、民間施設 15棟分を予定。 
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６ GX と DX!!   

 節穴の目：ＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）とは、進化したデジタル技術を浸透させるこ

とで人々の生活をより良いものへと変革すること

とされ、2004年にスウェーデンのウメオ大学エリッ

ク・ストルターマン教授によって提唱された。既存

の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的な

イノベーションをもたらすもの。フイルムカメラが

デジタルカメラに移行し、データ化によりＳＮＳ等

で拡散したりシェアしたりするビジネスまで繋が

るとＤＸ産業となるイメージだ。 

 ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）は、温室効果ガスを発生させないグリーンエ

ネルギーに転換することで、産業構造や社会経済を変革し、成長に繋げることとしている。 

ＧＸの背景となるものは、地球温暖化の対策としての「カーボンニュートラル」である。日

本では木材産業等「グリーン成長戦略」としても 2050年の目標達成を掲げている。 

７ ３月以降の行事予定!! 

日 程 行  事  名 予定出席者 

3. 10 林業事業体経営体質強化研修会     （Web会議） 専務 

3. 16 全木連・全木協連等理事会       木材会館 理事長 

3. 17 全木連事務局長会議          木材会館 専務 

3. 23 県林業成長産業化促進対策事業検討委員会（Web会議） 専務 

3. 24 県山火事・病害虫対策連絡協議会    （書面会議） 専務 

4.  6 県庁挨拶廻り・三役会         三十三間堂 理事長等 

4. 26 木産協役員会             メトロ 理事長等 

８ 日本百名山シリーズ紹介（雲取山：クモトリヤマ） 

東京都の最高峰雲取山（2,017ｍ）は埼玉・山梨との三都県にま

たがり、晴れれば正面に富士山の見える二千ｍ越えの比較的登り易

い山である。周辺は東京都水源林となっており、戦後植栽活動が盛

んに行われヒノキや杉の造林地、広葉樹林が山梨側（東京都水道局

所有林）にまで広がっている。また、東大付属演習林も登山道沿い

に設定されている。東大腕章を付けた数名の女子学生が林分調査？

をしていた。尾根筋ではニホンジカの群れと遭遇した。よく周囲を

見れば、下草や幹の立ち上がりの部分の皮が無く裸地化した表土と

白い森になっていることに気づ

く。秩父駅から車で約１時間。三

峰神社を経由して三峰登山口に着く。途中、目の前に武甲

山や雲取山の反対側には両神山も鎮座する奥地である。針

葉樹の森を２時間ほど進むと稜線に出る。爽やかな風と奥

秩父の山並みが確認できる。雲取山荘の豊富な水場で休憩

し、30 分程で山頂である。天気が良ければ、富士山が目

の前にあるはずだったが、あいにくのガスの中だった。日

差しが無く、登り易かったとポジティブに考えたい。 
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９ 山形県と県森林協会からのお知らせ 

    Web によるリモート開催 
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10 国土交通省からの情報提供（建基法・建築物省エネ法改正） 

 ２０２５年度の全建築物への省エネ基準適合義務化を含む建築基準法や建築物省エネ法を

大幅に見直す「脱炭素大改正」の方針が報告された。主なポイントは「建築確認の見直し」「省

エネ性能の引き上げ」「木材利用の促進」「既存ストックの長寿命化」の４つ。省エネ基準適合

義務化を理由に、4号特例の縮小などの具体策も盛られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仕様規定に沿った小規模建築物は省エネ適判が不要になる見込み。 
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11 住宅着工状況（1 月期） 

令和 4年 1月期の県内新設住宅着工戸数は 310戸となり、対前月比 82.0％、対前年同月比 130.3％、対前年累計比は 130.3％となった。 

コロナとウッドショック、オイルショック等が影響し始めたか。市町村別で山形市と東根市、鶴岡市が伸びた。木造率は 83.9％となった。 
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